
｢毎食後、歯磨きしてるのにむし歯になってし

まうの･･｣とおっしゃる方もいれば｢歯磨きは夜

しかしてないけどむし歯になったことはない

わ｣とおっしゃる方もいます。このような差が

あるのはなぜでしょう？その答えは・・・ 

一人ひとりむし歯の原因が違うからです！ 
今回のＣＣ通信はむし歯が出来るまでの流れや 

むし歯の要因をご案内します。 

むし歯の事を知って、一緒に予防しましょう！！ 



  
むし歯が出来るまで 

むし歯の原因は細菌です。代表的なむし歯の原因菌は 

｢ストレプトコッカス・ミュータンス｣で通称ＳＭ菌と 

言われています。 

ＳＴＥＰ１ 感染 

生まれたての赤ちゃんの口腔内にはＳＭ菌は存在し

ま 

せん。成長の過程で周りの大人からの口移しなど、

ＳＴＥＰ２ 糖を分解 

ＳＭ菌は食事やおやつ・飲み物などによって取りこ

まれた糖（ショ糖）を分解します。 

 

ＳＴＥＰ３ 酸を生産して不溶性グルカンを作る 

分解された糖（ショ糖）は酸を生産し、水に溶けな

いネバネバした物質（不溶性グルカン）を作り、歯

にピッタリくっつきます。ＳＭ菌は不溶性グルカン

の中でさらに増殖していきます。また、次第に量と

厚みがまして歯垢（プラーク）となります。 

ＳＴＥＰ４ エナメル質を溶かす 

生産された酸は、歯の表面エナメル質のカルシウム

を溶かしてしまいます。専門用語で脱灰（だっか

い）と言います。 

ＳＴＥＰ５ 穴があく 

脱灰により歯の表面のエナメル質→セメント質→象

牙質と浸食し、目で見て分かる穴となります。 

 



 
むし歯の要因 

むし歯ができる要因は大きく4つあり、この4つの条

件が揃うとむし歯ができてしまいます。 

 

①歯牙 歯の強さや唾液の量、唾液の強さや粘着性 

 

②細菌 むし歯の原因菌の量 

 

③食物 食生活や糖の摂取量 

 

④時間 要因が重なる時間、食後のハブラシや飲食回数 

    などの生活習慣 



 
予防とは 

 定期的に歯科に通って、口の中を見てもらい

フッ素を塗ってもらう・・・残念ながらその行為

は真の予防とは言えません。 

 

“一人ひとりむし歯の原因は違うのです” 
 

 真の予防とは、検査により口の中の状態を正し

く知り、むし歯のプロセス（流れ）と要因を考え

ながら、その方のむし歯の原因を突き詰め、健康

な口腔内の維持やさらに健康にするために、継続

的にお手入れをすることです。 

 また、予防は歯科での“プロフェッショナルケ

ア”と家庭での“セルフケア”の両方が必要にな

ります。 

 

 アップル小児矯正歯科では、年齢に合わせたむ

し歯のリスク検査を行なっています。歯科と家庭

で協力しながら、むし歯や歯ぐきの病気の予防を

行い口腔内の健康を守り育てています。 

 

 次回は、アップルで行っている年齢に合わせた 

【リスク検査】をご紹介します。 


